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交
通
機
関
を
始
め
、
旅
館

や
ホ
テ
ル
な
ど
で
も
導
入
が

進
む
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式

除
細
動
器
）
。
東
京
都
が
大

規
模
ビ
ル
を
対
象
に
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
約
１
３

０
０
施
設
の
う
ち
、
「
設
置

し
て
い
る
」
と
答
え
た
の
は

半
数
弱
に
上
っ
た
も
の
の
、

毎
日
動
作
を
確
認
し
て
い
る

の
は
２
割
弱
に
す
ぎ
ず
「
必

ず
し
も
管
理
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
」
（
福
祉
健
康

局
）
こ
と
が
分
か
っ
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
０４
年
以
降
、
一

般
市
民
が
緊
急
時
に
使
用
で

き
る
医
療
機
器
と
し
て
普
及

し
始
め
た
。
当
時
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
消
耗
品
類
の
交
換
時
期
を

迎
え
、
保
守
管
理
が
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

都
は
製
造
販
売
業
者
に
対
す

る
指
導
や
設
置
者
へ
の
注
意

喚
起
が
必
要
と
判
断
、
調
査

は
こ
の
一
環
と
し
て
実
施
し

た
。調

査
は
昨
年
８
〜
１０
月
に

か
け
、
２３
区
内
の
述
べ
床
面

積
１
万
平
方
�
を
超
え
る
施

設
を
対
象
に
、
保
守
管
理
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
１
３
３
１
施
設

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
（
回
答

率
５９
・
６
％
）
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
の
は

４９
・
４
％
、
設
置
し
て
い
な

い
の
は
４８
・
２
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
管
理
部
署
や
管
理
者

を
決
め
て
い
る
の
は
８６
・
８

％
に
達
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
説
明
書
で

は
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
動
作

確
認
ラ
ン
プ
を
毎
日
点
検
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
「
定
期
的
に
確
認
」
は

５２
・
１
％
に
上
っ
た
も
の
の

「
毎
日
確
認
」
は
１８
・
４
％

に
す
ぎ
ず
、
管
理
体
制
が
十

分
で
な
い
状
況
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
使
用
段
階
に
な
っ

て
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
て
い

た
ら
、
救
え
る
命
が
救
え
な

い
と
い
う
事
態
も
あ
り
得
る

た
め
、
設
置
者
の
救
命
意
識

を
改
め
て
徹
底
す
る
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。

温
泉
旅
館
で
会
議
を

新
た
に
２
施
設
新
設

ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン

（
群
馬
県
安
中
市
）
は
３
月

２５
日
、
４
０
０
人
規
模
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
新

た
に
２
室
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
館
で
は
「
温
泉
力
が
ゆ
た

か
な
会
合
を
成
功
さ
せ
る
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
旅

館
で
の
会
議
を
提
案
す
る
。

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
「
竹
」
「
桜
」
の
２
ホ
ー

ル
。
両
ホ
ー
ル
と
も
Ｉ
Ｔ
対

応
、
３
分
割
が
可
能
。
桜
は

４
７
０
平
方
�
、
４
０
０
席

の
広
さ
。
竹
は
４
５
０
平
方

�
、
２
７
２
帖
あ
り
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
兼
大
宴
会

場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。

同
館
で
は
、
す
で
に
２
ホ
ー

ル
１
大
宴
会
場
も
装
備
し
て

お
り
、
新
設
し
た
ホ
ー
ル
を

合
わ
せ
れ
ば
計
約
１
４
５
０

人
を
収
容
で
き
る
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

の
利
用
者
か
ら
は
、
会
議
や

研
修
後
温
泉
に
入
っ
た
り
、

同
じ
浴
衣
で
食
事
や
宴
会
が

で
き
る
た
め
「
都
市
ホ
テ
ル

に
は
な
い
人
間
的
な
ふ
れ
あ

い
が
あ
る
と
好
評
」
（
小
泉

淳
支
配
人
）
だ
。

同
館
で
は
団
体
対
応

の
旅
館
が
減
少
す
る

中
、
団
体
に
特
化
し
た

サ
ー
ビ
ス
で
客
足
を
伸

ば
し
て
い
る
。
「
温
泉

旅
館
で
会
議
」
を
提
案

し
た
の
も
「
２
年
ほ
ど

前
か
ら
会
議
を
伴
う
宿

泊
客
増
加
を
実
感
し
て

い
た
」（
女
将
）
た
め
。

「
ま
だ
予
約
段
階
だ
が
、
平

日
利
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
い
う
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
多
目

的
ホ
ー
ル
を
様
々
な
タ
イ
プ

の
利
用
に
切
り
替
え
て
利
用

し
て
い
た
が
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
で
「
従

業
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
労

働
環
境
も
整
備
さ
れ
た
。
今

後
も
団
体
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
い
き
た
い
」
（
小
泉

支
配
人
）
。

宿
泊
料
金
は
、
１
泊
２
食

で
１５
人
以
上
の
団
体
の
場
合

１
万
５
０
０
０
円
か
ら
。

総
客
室
数
１
２
０
室
。
収

容
人
数
７
０
０
人
。
�
０
２

７
・
３
８
５
・
０
０
８
５
。

◎
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
）

退
職
、
農
協
観
光
へ
転
籍

（
研
修
・
試
験
部
長
）
岡
野

貢
▽
帰
任
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
、

出
向
健
康
開
発
財
団
東
日
本

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
所
長

（
業
務
部
業
務
第
一
グ
ル
ー

プ
副
部
長
）
片
桐
美
徳
▽
帰

任
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
、
出
向
神

戸
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
誘
致
担
当
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
（
同
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
林
俊
介
▽
帰
任
フ

レ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
ズ
関
西
営
業
部

次
長
（
業
務
部
業
務
第
二
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
富

山
康
夫
�
以
上
３
月
３１
日
付

理
事
、
事
務
局
次
長
、
総

合
企
画
部
長
（
理
事
、
事
務

局
次
長
、
業
務
部
長
、
総
務

部
長
）
米
谷
寛
美
▽
総
合
企

画
部
会
員
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
副
部
長
（
総
務
部
総
務
グ

ル
ー
プ
副
部
長
）
池
田
良
▽

同
部
経
理
・
財
務
管
理
グ
ル

ー
プ
担
当
部
長
（
同
部
経
理

グ
ル
ー
プ
担
当
部
長
）
小
川

裕
嗣
▽
海
外
旅
行
業
務
部
交

流
推
進
グ
ル
ー
プ
副
部
長

（
同
部
広
報
室
長
）
諸
留
良

一
▽
海
外
旅
行
業
務
部
長

（
審
議
役
・
業
務
部
業
務
第

一
グ
ル
ー
プ
部
長
）
須
古
正

恒
▽
海
外
旅
行
業
務
部
海
外

旅
行
業
務
グ
ル
ー
プ
担
当
部

長
、
Ｖ
Ｗ
Ｃ
推
進
室
担
当
部

長
（
業
務
部
業
務
第
一
グ
ル

ー
プ
担
当
部
長
）
秋
澤
文
芳

▽
国
内
・
訪
日
旅
行
業
務
部

国
内
旅
行
・
地
域
観
光
振
興

グ
ル
ー
プ
担
当
部
長
（
同
部

業
務
第
二
グ
ル
ー
プ
国
内
担

当
部
長
）
五
月
女
貞
四
郎
▽

総
合
企
画
部
担
当
部
長
、
法

務
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

・
消
費
者
相
談
室
担
当
（
法

務
・
弁
済
部
部
長
）
鈴
木
伸

一
▽
総
合
企
画
部
法
務
・
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
担
当
部

長
（
同
部
法
務
担
当
部
長
）

平
石
泰
基
▽
同
部
消
費
者
相

談
室
長
（
同
部
消
費
者
相
談

室
長
）
下
平
久
人
▽
海
外
旅

行
業
務
部
交
流
推
進
グ
ル
ー

プ
副
部
長
（
出
向
Ｊ
Ｔ
Ｂ
フ

ォ
ト
取
締
役
）
不
二
秀
夫
▽

同
部
海
外
旅
行
業
務
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
Ｖ
Ｗ
Ｃ

推
進
室
担
当
副
部
長
（
出
向

Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
、
出
向
Ｊ
Ｔ

Ｂ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

東
日
本
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

所
長
）
宮
治
せ
つ
子
▽
国
内

・
訪
日
旅
行
業
務
部
国
内
旅

行
・
地
域
観
光
振
興
グ
ル
ー

プ
副
部
長（
出
向
日
本
旅
行
）

内
藤
直
彦
▽
Ｖ
Ｗ
Ｃ
２
０
０

０
万
人
推
進
室
副
室
長
兼
関

西
支
部
事
務
局
長
（
出
向
日

本
旅
行
）
田
端
俊
文
▽
同
室

担
当
部
長
（
出
向
ジ
ャ
ル
パ

ッ
ク
）
村
上
有
三
▽
同
（
出

向
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
）
築
沢

完
寿
▽
総
合
企
画
部
広
報
室

長
（
前
阪
急
交
通
社
）
森
達

夫

�
以
上
４
月
１
日
付

研
修
試
験
部
長
（
前
国
土

交
通
省
）
住
吉
清

�
以
上
４
月
２
日
付

◎
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
会
社

役
員
人
事
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
４
月

１
日
付
人
事
異
動
に
伴
う
も

の
。
正
式
に
は
各
社
の
株
主

総
会
、
取
締
役
会
で
決
定
）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
調
査
役
、
社
長
就
任

予
定
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
執

行
役
員
）
藤
ヶ
崎
健
▽
Ｒ
＆

Ｃ
ツ
ア
ー
ズ
専
務
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
常
務
）
山
田
政

博
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
大
阪
取
締
役
天

王
寺
支
店
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日

本
大
阪
天
王
寺
支
店
長
兼
堺

支
店
長
）
石
井
和
之
▽
Ｊ
Ｍ

Ｃ
企
画
営
業
部
長
、
取
締
役

就
任
予
定
（
Ｔ
�
Ｐ
�
Ｍ
ｉ

ｃ
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｉ
ａ
取
締
役

副
社
長
）
片
山
彰
▽
中
国
タ

ー
ミ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
本

部
長
、取
締
役
就
任
予
定（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
取
締
役
）
嶋

根
修
三
▽
モ
バ
た
び
取
締
役

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
事
業
創
造
本
部
調

査
役
、
モ
バ
イ
ル
ト
ラ
ベ
ラ

ー
事
業
会
社
設
立
準
備
事
務

局
長
）
�
野
添
幸
太

【
グ
ル
ー
プ
会
社
内
役
員

登
用
・
昇
任
等
】
Ｒ
＆
Ｃ
ツ

ア
ー
ズ
社
長
（
Ｒ
＆
Ｃ
ツ
ア

ー
ズ
専
務
）
川
村
秀
次
▽
同

取
締
役
相
談
役
（
同
社
長
）

矢
島
勝
美
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
代
表
取
締
役
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
執
行
役
員
営
業

部
長
）
国
分
浩
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中

国
四
国
取
締
役
総
務
部
長

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
国
四
国
執
行
役

員
総
務
部
長
）
桐
山
英
雄
▽

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｓ

取
締
役
、
特
命
担
当
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ

Ｕ
Ｓ
Ａ
取
締
役
副
社
長

兼
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
支
店
長
）
折
笠
清
介
▽

Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ａ
取
締
役
副
社

長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｕ
Ｓ
Ａ
取
締

役
営
業
部
長
兼
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
支
店
長
）
青
江
修
司
▽
Ｊ

Ｔ
Ｂ

Ｕ
Ｓ
Ａ
取
締
役
経
営

管
理
部
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｕ
Ｓ

Ａ
経
営
管
理
部
長
兼
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

管
理
部
長
）
鈴
木
重
行
▽
Ｊ

Ｔ
Ｂ

Ｐ
ｔ
ｅ
社
長
就
任
予

定
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
常
務
取

締
役（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
常
務
）

竹
中
勉
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
�
Ｔ
Ｎ
Ｔ

社
長
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
支
店
長

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｐ
ｔ
ｅ
調

査

役
）
長
谷
川
保
宏
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
社
長
就

任
予
定
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ

ベ
ル
常
務
）
大
和
武
彦
▽
上

海
錦
江
国
際
Ｊ
Ｔ
Ｂ
会
展
総

経
理
就
任
予
定
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅

行
事
業
本
部
国
際
企
画
担
当

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
行
徳
尚
文

【
執
行
役
員
】
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首

都
圏
執
行
役
員
東
日
本
海
外

旅
行
仕
入
販
売
部
長
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
首
都
圏
東
日
本
海
外
旅
行

仕
入
販
売
部
長
）
八
木
沢
昌

弘
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
執
行

役
員
第
三
事
業
部
長
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
法
人
東
京
第
三
事
業
部

長
）
釘
宮
和
也

【
個
所
長
】
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北

メ
デ
ィ
ア
販
売
事
業
部
長

（
本
社
調
査
役
）
鈴
木
郁
夫

▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
虎
の
門
支

店
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
所
沢

支
店
業
務
課
長
）
島
田
延
治

▽
同
横
浜
市
庁
舎
前
支
店
長

（
同
法
人
営
業
横
浜
支
店
営

業
第
一
課
長
）
三
橋
浩
之
▽

同
提
携
販
売
埼
玉
支
店
長

（
同
越
谷
支
店
長
）
石
母
田

豊
▽
同
新
百
合
ヶ
丘
支
店
長

（
ト
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
新

宿
販
売
担
当
部
長
）
持
田
浩

一
▽
同
ト
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ナ

ー
事
業
部
長
兼
エ
イ
・
ビ
ー

・
ア
イ
社
長
（
同
営
業
部
調

査
役
）
花
坂
隆
之
▽
同
赤
坂

支
店
長
（
同
川
口
支
店
店
頭

営
業
課
長
）
小
林
淑
子
▽
Ｊ

Ｔ
Ｂ
中
部
国
内
商
品
事
業
部

長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
メ
デ
ィ
ア

販
売
事
業
部
長
）
藤
井
英
之

▽
同
沼
津
支
店
長
（
同
交
流

文
化
事
業
部
長
）
林
田
充
▽

同
メ
デ
ィ
ア
販
売
事
業
部
長

（
同
沼
津
支
店
長
）
稲
垣
潤

▽
同
海
外
旅
行
仕
入
販
売
部

長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ａ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ

ａ
ｌ
ｉ
ａ
Ｐ
ｔ
ｙ
ケ
ア
ン
ズ

支
店
長
）
飯
田
晃
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ

西
日
本
法
人
営
業
南
大
阪
支

店
長
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
総
務

部
調
査
役
）
池
内
孝
夫
▽
Ｊ

Ｔ
Ｂ
大
阪
堺
支
店
長
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
西
日
本
総
務
部
調
査
役
）

高
橋
広
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ
ｌ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
統

括
支
店
次
長
）
治
福
司
▽
Ｊ

Ｔ
Ｂ
首
都
圏
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
出
向

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
部
広
報
チ
ー
ム
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都

圏
赤
坂
支
店
長
）
波
潟
郁
代

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

が
７
月
７
〜
９
日
に
開
か
れ

る
。
日
本
に
お
け
る
５
回
目

の
サ
ミ
ッ
ト
で
、
舞
台
と
な

る
北
海
道
は
世
界
に
そ
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
本

紙
で
は
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
控

え
、
在
北
海
道
の
各
国
総
領

事
に
、
日
本
と
北
海
道
の
観

光
の
魅
力
や
、
観
光
振
興
へ

の
提
言
を
聞
い
た
。
１
回
目

は
在
札
幌
中
華
人
民
共
和
国

総
領
事
館
の
胡
勝
才
総
領

事
。
聞
き
手
は
本
社
顧
問
の

石
子
彭
培
。

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
、
期
待

さ
れ
る
こ
と
は
。

胡

サ
ミ
ッ
ト
は
毎
年
世

界
で
行
わ
れ
る
非
常
に
重
要

な
会
議
だ
し
、
中
国
は
今
年

も
正
式
に
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
必
ず
参
加
す
る
と
思

う
。特

に
一
番
重
要
な
隣
国
、

日
本
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
中

国
国
内
各
方
面
か
ら
も
非
常

に
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
中
国
の
発
展
と
世
界
の

発
展
は
非
常
に
密
接
な
関
係

で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
切

り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
世
界
で

注
目
を
集
め
て
い
る
地
球
の

環
境
問
題
に
つ
い
て
だ
が
、

こ
れ
は
大
き
な
課
題
に
な
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
中
国
も

非
常
に
大
切
に
考
え
て
い

る
。
世
界
の
人
類
は
皆
、
同

じ
地
球
で
生
活
し
て
お
り
、

地
球
は
非
常
に
重
要
な
共
通

の
財
産
だ
か
ら
、
各
国
が
協

力
し
て
守
っ
て
い
く
と
い
う

考
え
で
参
加
す
る
と
思
う
。

私
達
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な

重
要
な
国
際
会
議
の
中
で
非

常
に
素
晴
ら
し
い
成
果
を
収

め
ら
れ
る
よ
う
心
か
ら
期
待

し
て
い
る
。

北
海
道
に
赴
任
さ
れ

て
、
北
海
道
の
印
象
は
ど
う

か
。胡

昨
年
の
８
月
に
北
海

道
に
来
て
、
避
暑
地
の
よ
う

な
さ
わ
や
か
な
夏
を
経
験
し

た
。
夏
は
色
と
り
ど
り
の
花

が
咲
き
乱
れ
、
秋
は
関
東
や

関
西
で
は
見
ら
れ
な
い
紅

葉
、冬
は
雪
が
大
変
多
い
が
、

雪
祭
り
な
ど
人
々
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
。ま
た
、民
間
団
体
の
人
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
国
際
交

流
に
積
極
的
で
印
象
深
い
。

私
達
に
も
心
温
か
く
手
を
差

し
伸
べ
て
下
さ
り
、
相
互
理

解
を
深
め
た
。
あ
る
い
は
、

海
鮮
料
理
や
癒
し
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
環
境
な
ど
、
今

非
常
に
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

北
海
道
は
サ
ミ
ッ
ト

を
契
機
と
し
て
、
外
国
か
ら

の
観
光
客
を
増
や
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ど
こ
に
力
点

を
置
い
た
ら
よ
い
か
、
考
え

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。胡

北
海
道
は
世
界
に
誇

れ
る
大
自
然
、
海
産
物
な
ど

が
あ
り
、
観
光
を
基
幹
産
業

と
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
北
海

道
と
中
国
の
間
に
直
行
便
が

あ
る
が
、
週
に
３
回
の
運
航

と
制
限
が
あ
る
。
千
歳
空
港

は
特
別
な
事
情
が
あ
る
こ
と

は
私
達
も
理
解
で
き
る
が
、

空
港
は
非
常
に
大
切
だ
か
ら

観
光
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
の
中
国
か
ら
の
観
光
に
影

響
を
与
え
る
と
思
う
。

観
光
施
設
に
つ
い
て
だ

が
、先
日
洞
爺
湖
に
行
き
、温

泉
ホ
テ
ル
に
初
め
て
泊
ま
っ

た
。
温
泉
ホ
テ
ル
は
非
常
に

素
晴
ら
し
く
、
サ
ミ
ッ
ト
に

は
非
常
に
い
い
所
を
選
ん
だ

と
思
っ
た
が
、
下
の
温
泉
施

設
が
古
い
と
い
う
印
象
を
受

け
た
。ま
た
、空
調
の
音
が
う

る
さ
く
て
少
し
驚
い
た
。
基

幹
産
業
だ
か
ら
、
も
う
少
し

施
設
を
改
善
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。
北
海
道
全

体
で
は
大
自
然
の
観
光
を
中

心
に
し
て
い
る
が
、
今
は

様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
大

自
然
を
楽
し
み
た
い
、
歴
史

を
勉
強
し
た
い
、
普
段
体
験

す
る
こ
と
の
な
い
冒
険
を
し

た
い
と
か
、
非
常
に
多
様
化

し
て
い
る
。
大
自
然
だ
け
と

い
う
の
で
は
そ
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
る
も
の
が
少
し
足
り

な
い
と
思
う
。
昼
は
阿
寒
湖

や
知
床
な
ど
自
然
を
楽
し

み
、
夜
は
文
化
的
な
面
白
い

楽
し
み
が
あ
る
と
い
い
と
思

う
。
布
団
に
入
っ
て
寝
る
だ

け
と
い
う
の
で
は
少
し
足
り

な
い
の
で
、
夜
に
何
か
文
化

的
な
楽
し
み
が
あ
っ
た
方
が

い
い
と
思
う
。
文
化
的
な
潤

い
の
あ
る
観
光
施
設
の
建
設

な
ど
に
も
う
少
し
力
を
入
れ

て
頂
け
た
ら
い
い
と
思
う
。

ま
た
、
洞
爺
湖
へ
行
っ
て

も
自
然
、
別
の
場
所
に
行
っ

て
も
自
然
と
い
う
の
で
は
な

く
、
地
域
ご
と
の
楽
し
み
が

あ
っ
た
ら
い
い
と
思
う
。
食

事
も
新
鮮
で
お
い
し
い
海
鮮

料
理
が
あ
る
が
、
中
華
料
理

や
フ
ラ
ン
ス
料
理
な
ど
様
々

な
も
の
が
あ
っ
て
い
い
と
思

う
。
海
鮮
料
理
が
好
き
な
人

は
い
い
が
、
今
中
国
か
ら
は

１
週
間
、
１０
日
間
の
コ
ー
ス

が
多
い
の
で
、
１
週
間
の
間

に
様
々
な
も
の
を
食
べ
ら
れ

る
よ
う
な
工
夫
が
あ
れ
ば
あ

り
が
た
い
。

昨
年
中
国
か
ら
海
外
に
出

た
人
が
４
千
万
人
以
上
、
そ

の
う
ち
日
本
に
訪
問
し
た
の

が
１
２
５
万
人
で
前
年
度
比

１４
・
８
％
増
加
し
た
。
日
本

は
中
国
か
ら
一
番
近
く
、
非

常
に
豊
か
な
先
進
国
で
あ

り
、
歴
史
や
文
化
の
つ
な
が

り
も
非
常
に
深
い
。
４
千
万

人
の
う
ち
の
１
割
、
４
０
０

万
人
が
日
本
に
来
て
、
さ
ら

に
そ
の
う
ち
の
１
０
０
万
人

が
北
海
道
に
来
る
と
い
い
。

北
海
道
に
と
っ
て
中
国
は

非
常
に
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

だ
が
、
現
在
は
東
京
や
大
阪

に
行
く
観
光
客
が
多
い
。
旅

行
客
が
ま
だ
少
な
い
の
で
航

空
運
賃
が
高
い
か
ら
だ
ろ

う
。

国
を
代
表
し
て
北
海

道
に
来
て
お
ら
れ
る
が
、
母

国
の
お
国
自
慢
を
教
え
て
ほ

し
い
。

胡

中
国
に
は
、
世
界
遺

産
の
大
自
然
の
観
光
と
、
歴

史
文
化
も
西
安
、
洛
陽
、
北

京
な
ど
見
る
価
値
の
あ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

中
国
は
地
理
的
に
東
西
南

北
違
う
し
、
少
数
民
族
も
５６

あ
り
、
沿
岸
部
の
大
都
市
と

内
陸
部
の
発
展
が
遅
れ
て
い

る
敦
煌
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
違
い
を
楽
し

め
る
。
い
ろ
い
ろ
体
験
が
で

き
、
そ
れ
を
通
じ
て
中
国
が

よ
く
理
解
で
き
る
と
思
う
。

福
田
首
相
が
昨
年
１２
月
に

中
国
を
訪
問
さ
れ
、
今
年
を

観
光
の
飛
躍
の
年
に
し
た
い

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
サ
ミ
ッ
ト
も
そ
う
だ

が
、
難
し
い
問
題
が
た
く
さ

ん
あ
る
が
、
中
日
が
そ
れ
に

ど
う
協
力
し
て
臨
む
か
。
国

民
が
観
光
を
通
し
て
そ
の
国

の
文
化
や
歴
史
、
社
会
全
体

を
正
確
に
理
解
し
、
互
い
を

知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
両

国
の
関
係
が
改
善
さ
れ
る
と

思
う
。

昨
年
、
中
国
か
ら
広
東
省

の
大
学
生
が
北
海
道
に
２０
日

間
ぐ
ら
い
滞
在
し
、
非
常
に

安
い
コ
ス
ト
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
た
り
温
泉
施
設
に
泊

ま
っ
た
り
し
た
。
帰
国
後
感

想
文
を
私
に
送
っ
て
く
れ
た

が
、
そ
の
内
容
は
「
北
海
道

は
非
常
に
素
晴
ら
し
く
、
北

海
道
や
日
本
全
体
の
文
化
、

日
本
人
の
現
在
の
生
活
状
況

が
よ
く
分
か
り
、
理
解
を
一

層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
も
の
で
、
非
常
に
よ

か
っ
た
。

ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
一

度
だ
け
北
京
か
ら
偉
い
人
が

来
て
案
内
し
た
が
、
そ
の
時

の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
少
し
物
足

り
な
か
っ
た
。
み
ん
な
説
明

が
短
く
て
観
光
の
ポ
イ
ン
ト

だ
け
だ
っ
た
。
も
っ
と
情
熱

を
持
っ
て
、
相
手
に
施
設
の

説
明
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

を
よ
り
深
く
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
北
海
道
の
宣
伝
や

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
中
国
の

メ
デ
ィ
ア
、
旅
行
社
と
手
を

組
ん
で
や
る
必
要
が
あ
る
。

中
国
で
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
、

旅
行
社
か
ら
の
紹
介
で
ど
こ

が
い
い
と
か
決
め
る
わ
け
だ

か
ら
、
一
緒
に
や
れ
ば
宣
伝

効
果
が
上
が
る
と
思
う
。

ＡＥＤ

管
理
体
制
に
不
備
も

東
京
都

調

べ

「
毎
日
確
認
」は
２
割
弱

在北海道各国総領事に聞く①

在
札
幌
中
華
人
民
共
和
国
総
領
事

胡

勝
才

氏

文
化
的
楽
し
み
を
も
っ
と
作
ろ
う

世
界
に
誇
れ
る
大
自
然 新

設
の
ホ
ー
ル
「
桜
」

胡

勝
才
氏

１
９
５
８

年
１２
月
天
津
市
生
ま
れ
。
大

学
卒
業
後
、
中
華
人
民
共
和

国
天
津
市
外
事
弁
公
室
副
主

任
、
在
日
本
中
華
人
民
共
和

国
大
使
館
参
事
官
な
ど
を
歴

任
。２
０
０
７
年
か
ら
現
職
。


